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目すべきことを論じる。第 4 章では、2005 年から 2008 年にかけて、仙台市・山形市・青森市の町内
会を対象に実施した、地域防災活動に関する郵送調査とその集計結果をもとに、とくに「災害時要援
護者」への対応に着目し、トップダウン型の地域防災対応では、被災者のニーズ把握は困難であるこ
と、地域防災体制に女性の視点を組み入れていくことは、多様な人びとのニーズ把握を容易にするこ
とを説得的に論じる。 
阪神・淡路大震災以降、地域防災や被災者ケアの能動的担い手として女性に着目する活動がはじま
っている。第 5 章では、岩手県大槌町の保健師への聴き取り調査をもとに、被災者ケアを担う保健専
門職としての保健師の活動に焦点をあて、被災者ケアの実態と課題を考察する。そもそも関東大震災
を契機に制度化された保健師は、地区担当と家庭訪問に依拠して地域の公衆衛生を担ってきた。自然
災害の発生時には被災地への保健師派遣は全国規模でも行われる。本論文では、地元の保健師と全国
から派遣された保健師の協働に着目し、保健師による支援活動は被災者ケアとニーズ把握の体制確立
の具体的なモデルとなりうることを示し、専門職能にもとづく保健師活動が地域ケア体制の整備にと
って大きな意義を持つことを論じる。 
 以上の知見は、災害社会学とジェンダーの社会学、地域社会学、保健社会学の各分野を横断的に架
橋する意義を持つものであり、斯界の発展に寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の提
出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
